
　皆さんこんにちは！今回は推進委員会地域部会の今期の活動テーマについてご紹介します。また、

先日行われた職場部会の学習会の様子も併せてお伝えします。

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

笛ちゃん 吹ちゃん

部会長　根津和彦さん他部員9名

地域部会は、5年先までの見通しを持って活動することにしました。

テーマは、“きづき”。

心と体が健康であることがいかに大切かへの“きづき”
地域をよくすることがいかに大切かへの“きづき”
今私たちにとって何が大切なのか投げかけ、それぞれの“きづき”“きづき”
をつかんでほしい。

そして市民自らの手でよりよい地域を“きずき”あげよう!

　県では、平成19年から「男女いきいき・輝き宣言企業」の取り組みを開始しました。

　この制度は、男女がともにいきいきと活躍できる職場作りに取り組んでいる企業を「男女いきいき・

輝き宣言企業」として登録し、その取り組みを支援しています。

　平成23年12月末現在で78社が登録し、市内の企業は5社登録しています。

・人口減少社会の中、生産性の高い効率的な働き方に変えていく必要があります。

・働く人が地域活動に関わることが大切です。

・企業にとって多様な人材・能力を生かすことは、将来の成長・発展につながる明日への投資です。

　社員の満足度、意欲が向上し、優秀な人材の確保や定着が進みます。

充実感を持って働き、多様な働き方が選べる職場環境の改善が必
要です。

・安定した職業に就けず、経済的に自立ができません。
・仕事に追われ、心身の疲労から健康を害しかねません。
・仕事と子育てや老親の介護の両立に悩んでいます。

男女いきいき・輝
き 宣 言 企 業 へ の
登 録 を お 考 え の
企 業 の 方 は い ら
っしゃいますか。

職場部会で説明に
伺いますので、お
気軽にお問い合わ
せください。

　1月31日、講師に県県民生活・男女参画課課長補佐　丸茂敏樹さん、
同男女共同参画担当　小口亮平さんを迎え、『男女いきいき・輝き宣言

企業』と『ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）』について学習しました。『男女共同参画
を進めるのにどんな問題があるか」から始まり、多くの気づきをつかむことができました。

職場部会学習会

ウチゴマの様子

法印さんによる火渡り

子どものすこやかな成長を祈って渡る
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